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私が初めて絵を公募展に出したのは、終戦時、父が増

毛から転勤した先の紋別からで、そのきっかけは、村瀬

真治先生に油絵をお見せすることになってからだった。

その頃、父母の郷里の仙台で、当時、独立美術の林武に

師事されていた土橋先生の内弟子として来る日も来る日

も、コップなどのデッサンを繰り返し練習したり、又武

蔵野美術学校を受験するために上京しましたが、そのた

びに母が病気で家にもどらざるを得ませんでした。そん

な時にやっとの思いで始めたばかりの油絵でした。

村瀬先生は「このままでいいから札幌（北海道展）の

展覧会に出しましょう」とおっしゃり、出品、入選とな

りました。道展の懇親会では円山小学校で担任だった新

妻清先生も「やはり小関だったか」と大層喜んでくださ

り、とても嬉しい再会となりました。

翌年また転居先の苫小牧では遠藤未満先生はじめ、全

道展の先輩方と親しくして頂きましたが、私の方が病院

の入退院の繰り返しとなり、その間、武蔵野美術学校は

通信教育にして、入院中、西洋文化史概論等をおもしろ

く勉強できたものの、全道展に出品できたのは、31年に

なりました。その頃は道展と全道展の違いにやっと気づ

きましたが、しばらくして村瀬先生は「良い絵が描けれ

ばどちらでもよいから」といわれました。

住所も札幌になり、新

たな気持ちでデッサン会

に通いはじめ、全道展の

方々、特に坂原チエさん

と親しくなり、いろいろ

と会のことも伺い、優秀

な人も多いことを知りま

した。そのうち賞も頂き

ながら、やっと会友にな

る一方、新女流作家集団

に加えていただき、また

その頃、野口惠久子とな

り、歌志内で母を亡くし

た三人の子供の母親にも

なりました。皆よい子で、

そのような生活に慣れた

頃、自由美術の会員とな

りました。でも、体調が



思わしくなく８年でまた、札幌に戻ることになりました。

その頃は竹岡羊子さん、安田郁子さん、佐久間恭子さ

んたちにお世話になりながらも何十年も前の事で、思い

出も前後ですが、時計台画廊は当時１階はギャラリーで、

２階の広間に敷物を敷き、忘年会を開き全道展の方々が

集まって、お酒、おつまみでの芸術論です。本田さんの

ロシア民謡のバリトンを聞くのもたのしみでした。大本

先生も「もう少し思い切って描け」と助言して下さった

り、当時、荒巻芳（今の社長のお父様）様に、私も親し

くして頂き、下の画廊では自由美術の沢田哲夫さんや先

輩方のお話し合いの中から、地球の裏側の自然や絵のお

話も伺ったり、徐々に描く面白さも重ね、自分の表現方

法はこれだと自信を見つけた喜びから、初めての個展を

開きました。でも個展をするマナーにも欠け、「なかなか

良い」と言われたのは栃内先生と、たまさか訪れたアメ

リカ人の二人連れぐらいだったようです。私のこれだ!

と思ったものは伝わらなかったと自信を失いました。

その後、乳ガンでも入院、当時児童絵画教室も幾つか

しておりましたが、手術後は全く病院に行かず、そのう

ち一寸したチャンスから海外旅行に出かけはじめまし

た。パリではリベリヤホテルの渡會さんや渋谷さん、更

に蛯子さんご夫妻には大変お世話になったり、インドや

カッパドキアを目指してトルコに独りで、さらにエジプ

トにまで出かけました。そのたびに幸運にも色々な方に

助けられ収穫を得ることができました。そんなことで時

間をかけてやっと全道展会員になりましたが、20年以上

の自由美術は退会しました。

そのまま、全道展だけと思っていたところ、原義行先

生から行動展へのお誘いを受け、入選が３年ほど続きま

したが、抽象の大作が多く、母と二人の生活では続けら

れないと思い、全道展だけに絞りました。母も90歳を過

ぎて、車いすの生活となり、家等のトラブルに手が回り

きれず、絵はこれまでと、その前に作品をまとめて個展

と図録作成を企画したのですが、途中で倒れ、それでも

川本夫妻、福島会員に助けられながら、ご迷惑をかけな

がらも何とか出来ました。その後、私がホームに入所中

に名古屋の妹は、母を名古屋に連れて行き、私は我が家

に戻り、家のリフォームを重ね、古アパートの始末にも

大変な中での制作でした。体調も思わしくなくても絵は

続けたく、描ける余裕のある賃貸ケアハウスがあると聞

き、移転しました。

話は前後しますが、私が全道展の会員になって編集の

仕事を伊藤倭子さんとすることになり、二人とも初めて

のことでしたが岸本さんに教えて頂きました。また藤井

正会計部長の補佐もさせていただきましたが、当時後藤

庸也さんが全道展事務局長の時、韓国との文化交流の手

始めとして、道から92点の作品を送り、私もソウルに旅

行に出かけ、美術館等も観ることができました。渦巻状

の美しい美術館、その付設館で日韓交流パーティーも盛

り上がり、日本からの私達女性は時計台の歌を合唱した

りで楽しい交流になりました。翌年は韓国の作家の招待

美術展が北海道近代美術館で開催されました。また藤井

正さんが米国横断し、丸井でしたか、展覧会を開きまし

たが、その後体調を崩され、入院。私も幾度か北広島に

見舞いに行ったものでした。急変して亡くなられ、ショッ

クでしたが、今はそのご子息の高志さんがご活躍されて、

新しい全道展の大きな力になられています。

母を亡くして独りになった私は今、絵に支えられてい

る感じで、若い人の中には公募展無用論も聞かれますが、

私にとっては通信教育だけでは補えない部分は、大先輩

たちの講話や座談会も含め、勉強の場であり、また先輩

仲間同士からの刺激や友情等もあり、私の人生の中での

良き思い出になっています。

昨年全道展初日に自分の作品がどう見えるのか気に

なって出かけましたら、私の作品の前で３人の女性が

立っていて、お一人が「この人の絵は優しく、温かくて

好きなの、去年は…その前は…」とお話されているのを

聞いて、ネガティブな私には想像も出来ないほど積極的

になって「それ、わたしのです。ありがとう。」と言って

いました。

生と死の関心、ぬくもり…。

私が一番求めているものが表現出来たら、相手にもそ

の思いが伝わる。だがそう簡単にはゆかず勉強不足なが

ら、私なりにクリエートする喜びもあり先輩や仲間から

も勉強でき、このすばらしい地球に人として生かされて

いることに感謝しつつ、キャンバスの前に立ちます。
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６月７日～８日の２日間にわたり行なわれた審査。４部門で一般応募総数613点。内28点が入賞、

235点が入選となりました。各部門の審査委員長より感想を頂きました。

総合審査委員長

絵画部門審査委員長

渡 辺 貞 之

会員自らに課した決断

絵を描くとき、何をどこから始めるか、そしてどこで

その結末をつけるかということは作家にとって宿命的な

問題です。しかも心の中にあるものを一旦、吐き出して

しまいたいと思うと、そうしないではいられない衝動に

かられます。しかし、その吐き出すものが、どんなもの

なのかはよくわかりません。終末につれて何となく出せ

たとか出せなかったとかが、わかるだけ。そう考えると

自分の求めているものの実態は、本来漠然としたものな

のだと思います。

今年は「協会賞」該当作品はなし。これは全道展の歴

史の中で1973年第28回展以来、39年ぶりのできごとで

す。審査では激しい論戦が展開しました。候補になって

いる作品が協会賞として相応しいのかどうか、推薦する

人もしない人も、決定的な意見が出ないまま論争が続き

ました。それは審査する作家に共通する明解な美の論理

自体がなかったからなのでしょう。審査する作家それぞ

れが抱く美の本性は、本来求めるものであって、作家自

身も確固たる結論は持ち得ていないものなのだと思うの

です。ですから、一枚の絵を前にしたとき、漠然とした

自己の美意識をよりどころに感覚的な言語で語り、自分

自身も内心苛立ちながら説得しようとすることに無理が

あったのかもしれません。

ある会員がいいました。「この作品が駄目だというな

ら、駄目だという理由を言え」と。しかし、それに答え

る明解な意見はありませんでしたし、逆にその作品がい

いという理由も漠然として理解できないままでした。

考えてみれば「協会賞とは何か」そういう論議は今ま

であまりしてこなかった。出すのが当たり前、その年の

最高と思われる作品が当然協会賞だという空気が審査す

る会員の脳裏に漠然とあっただけなのです。今回のよう

に改めて協会賞というものを論議したとき、審査する会

員相互の考えに大きな差異があることに気づきました。

今、全道展は一つの岐路に立たされています。この数年、

全道展を支えてくれた先輩諸氏が高齢によって筆を断

ち、さらに逝去されていきました。あるべき作家の作品

がないということは、長年慣れ親しんできた全道展の会

場がいかにも寂しくなった…。しみじみとした想いにか

られます。

そんな想いの中で考えてみると、全道展の創立以来の

精神も、いつの間にか時代の流れの中で変容していった

ことに気づきます。かって「全道展は厳しい会だ」とい

う風潮がありました。それは審査だけではなく、会員の

作品の質にもあらわれていました。あの頃、すばらしい

先輩会員の作品に魅せられて、応募する若者の一人が私

でもありました。

「全道展は、良い作品を賞賛するだけではない。良い作

家を見つけだし育てるのだ。そのためには単に作品の入

選、受賞を選出するのではない。厳しい作家の精神性を

問わなければならない」

これからの全道展の方向性が、審査の前に確認されま

した。そのためか、厳しい審査の眼だけが先行したよう

に思えます。そして、多数の審査員が協会賞該当作品な

しと決断しました。その結果が正しかったのかどうか、

私は今でもあの候補作品の前に立ったとき迷う心があり

ます。ただ、あの時の判断は決して軽はずみのものでは

なかった。一種の悲壮感さえ感じる決断だったと思いま

す。それは厳しく選ぶ側の立場からだけではなく、審査

した会員自身が自らの姿勢、作品に厳しさを課したこと

にもなるのです。

これからの全道展、そして会員諸氏の作家としての姿

勢、さらに精神性の高揚と確立を期待します。

第67回 全道展審査を終えて
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版画部門審査委員長

福 岡 幸 一

版画の審査を終えて

緊張の中、2012年版画の審査が始まった。最近は図録

の作成のスケジュールのため会友の審査から始まる。

今年はどんな作品か楽しみである。作品が机の上に並

べられたが、ちょっと気になったのは一点作家が多いこ

とであった。あとで調べてみると21人中６人が一点で

あった。いろんな事情はあるのかも知れないが一点では

評価がしにくい、今後の頑張りに期待したい。審査はひ

とり一人丹念に行われた。一点ずつが選ばれた。一般の

審査も引き続き行われた。ここで気が付いたのは、作風

がイラスト的であったりマンガ的なのが多い。時代の反

映なのかも知れないが物足りなさを感じる。また、複数

出品に目立ったことはあまりにも１点１点の傾向が違

い、何を目指して創ってるか解らない人が多く、同じ事

が会友の中にもあり残念だ。

審査は一般の受賞、会友推薦、会友賞、会員推挙の、

それぞれの候補を選び総合審査にのぞんだ。

佳作賞「山の旋律」の武田志摩さんの作品は細長い画

面に山の樹や畑が幾何学的な模様のように配置され、緑

と黒のハーモニーでのどかな田園風景が伝わって来る。

佳作賞「ころ柿」の田中文夫さんの作品はころ柿がリ

ズミカルに配置されバックの黒と心地よい響きである。

新会友、浅川良美さんの「大衆食堂」はカメレオンの

頭部が強調されると作品が引き締まる。坂みち代さんの

２人はコンスタントな力量が評価された。

新会員、阿南ゆう子さんの「イシャイラズ」は対象物

の背景の螺線がバランスをうまく保って心地よさを感じ

る作品になった。

私達にも言えるのだが、マンネリにならず常に新境地

への挑戦を期待する。

彫刻部門審査委員長

伊 藤 寿 朗

総評

今年の審査は東京（黒田）神奈川（橋本）の会員を始

め、道内の遠隔地より駆けつけた18人で始まりました。

会員が増えた分、厳選となりました。多くの会員を説

得できる作品はなかなか出てこない状態です。作品に完

成度が厳しく問われたと言えます。

そういう意味では初出品者には厳しいものになりまし

た。

堅実に長年作り続けた作家が会友に４名推薦され、協

会賞・道新賞も該当者が出なかったことは、これからも

さらに完成度や緻密さが要求されることが示された気が

します。

さて、67回展の彫刻は充実した内容の作品が多数出品

されました。圧倒される程でした。一般・会友共に力作

に恵まれ、特に会友の勢いと熱気を感じました。今後が

大いに楽しみですし、嬉しい限りです。

全道展で新しい流れを形作って来ていた学生達の制作

環境が変化していて、20代前半の出品者が減少している

のが気がかりです。

昨年まで続けて出品していて、今年もと楽しみにして

いた作家が不出品であると、息切れしたのかな？ 制作

環境の変化や体調まで気になってしまいます。

自分を見つめ直し、古い殻を脱ぎ捨てて飛躍を期して

下さい。
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工芸部門審査委員長

三 浦 總 造

工芸の審査を終えて

今年も工芸の多くの分野からの出品を嬉しく思う。

新しい素材や技法の出品もあり、審査する立場での更

なる研究心に今年も火が付いた。

それぞれの作家が持つ技術を尽くし、丁寧に繊細で、

かつ大胆に楽しく制作している様子が作品の中に垣間見

られる。

複数出品により、作者の多くの挑戦を知ることができ、

次を楽しみに感じた。

力のある人々からの出品が多いと感じるが、今回は前

回に比べ力を出し切れていないと感じる物や、欲張り過

ぎていると感じる作品もあり、勿体なく残念に思う。

作品は大きくすることで迫力が出る、しかし一つ間違

えると間延びし、だらしない物になる危険性も持ってい

る。たった一本の線が作品に緊張感を与え、出来の良し

悪しを決める喜びと恐ろしさも改めて感じた。

陶器は「火」という人間には管理しきれない時を経て

作品になるが、形と釉薬、そして時間と上手に付き合い、

作者の思いがさらに伝わる作品となることを期待する。

織物はデザインの緻密さと大胆さ、シンメトリーとア

シンメトリー、あらゆるバランスについて考えた作品と

なることを期待する。

ガラスは小さな衝撃で「無」になる危険を含んでいる

が、その危うさと隣り合った美しさに魅了されていると

感じた。

金属は冷たい色だが、形に優しさを感じた。

工芸の「用と美」だけに留まらない全道展の作品は、

様々な美しさと楽しさを持っている。

多くの物を見、許される限り触れ、自身の力とし、次

の作品に表現されることを期待する。

いつか出品された全員の作品を陳列したいと言いたく

なる日が来ることを願っている。

作品は制作中に掛けた手数を裏切らない!

― ―5



絵画（北海道新聞社賞) 梅 木 美 呂（札幌)

この様な大きな賞を頂けるとは思ってもおらず、とて

も驚きました。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。こ

れからも初心を忘れず、傲らず、描き続けていきたいと

思います。この賞は、私だけの賞ではなく、日々支えて

くださった方々の賞だとも思っています。本当に、あり

がとうございました。

子どもと私
絵画（佳作賞) 岩 永 総 子（旭川)

このたびは、佳作賞をいただき、天にものぼるような

気持ちです! 本当にありがとうございました。

私はいつも、イメージした通りの画面が作れず、描い

ていくうちに当初の予定からどんどん変わってしまいま

す。けれどその前は、何を描いて良いのかすら分かりま

せんでした。子どもができて、やっと描きたいものに巡

り会え、彼等が見せてくれる世界を大切にしたいと思っ

ています。

版画（佳作賞) 武 田 志 麻（赤井川)

全道展とのご縁は、幼少の頃から我が家にあった北浦

晃先生の油絵の存在を通じて、育まれ引き寄せられたよ

うに思います。

第67回全道展に出品することが叶い、審査結果に多く

を学べた今回は、公募展に対する姿勢を問い正してくれ

るものとなりました。

木版画は楽しい仕事で生き甲斐そのものです。版画が

もたらしてくれる縁を大切に、これからも挑戦し続けて

いこうと気持ち新たにした次第です。ありがとうござい

ました。

彫刻（佳作賞) 森 戸 春 樹（帯広)

感懐、追悼を拝読して、20代に展覧会を共にし、目標

とした作家を偲びました。又、出品を続けていた30代当

時の受賞、入選作品を見返すと、刺激を受け競争心を掻

き立てた作家が次々と浮かんできます。復帰して３年目

の今展覧会場には、その才能溢れた作品には出会えませ

んでした。創作を断念したのだろうか。中央展へ発表の

場を移したのだろうか。はたまた雌伏の秋
とき
を過ごしてい

るのだろうか。多くの才能が埋もれるのは残念です。

小生は全道展に発表できる「今」を大切に
のみ
と槌を振っ

ていこうと思います。

還暦からの出
たび
発
だち

工芸（佳作賞) 阿 部 榮（札幌)

この度は、佳作賞をいただき本当に驚きと嬉しさと感

謝の気持ちでいっぱいです。60才からの出品でしたが、

毎年６月が私の人生の生き甲斐となりました。出品する

意欲を持つことができましたのは彫刻家、國松明日香先

受賞者喜びの笑顔で! ６月16日㈯全日空ホテル>
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生との出会いがなければありえませんでしたし、この素

晴しい世界を知ることもなかったと思います。還暦から

の出発ですが、これからも毎年の出品を目標として頑

張ってゆきたいと思いますのでどうぞ宜しくお願い致し

ます。本当にありがとうございました。

絵画（佳作賞) 松 田 悦 子（函館)

この度は佳作賞を頂きましてありがとうございます。

全道展には、６回目の出展になります。初出展の時に佳

作賞を頂き、今年２度目の佳作賞を頂きまして大変嬉し

く思います。この賞を励みに又、これからも頑張りたい

と思います。色々な事に挑戦したり、先輩や仲間から刺

激を受けたり、迷いながらも少しでも良い、自分らしい

作品を描いていきたいと思っております。これからも御

指導よろしくお願い致します。ありがとうございました。

版画（佳作賞) 田 中 文 夫（札幌)

次なる目標は老後の趣味作りのため版画教室に通って

９年目に入った。はじめの目標は教室のグループ展の

GEM展に出品することで、しんどい事を始めてしまっ

たものだと思った。５年目から全道展に出品し入選する

ことを目指した。今回は佳作賞の受賞という思いがけな

い事が起きました。しかしこれは大問題で、受賞作は自

分の本命ではなく大穴であり、大穴を続けて当てる事は

至難の業です。さて来年はどうしたものか、次なる目標

に向けて悩みはつきません。まずは師の教えに従い、面

白い絵を描くことから始めよう。

絵画（佳作賞）・新会友 大久保 恵美子（札幌)

この度、会友に導いて下さりました諸先生方々にお礼

申し上げます。ありがとうございます。私が絵画教室に

入りました時会友の方が一人おられましたが、憧れと尊

敬の気持ちだけで遠い存在でした。最初４回連続落選し

て落胆してしまいましたが止めようとは思いませんでし

た。５回目にして初入選の通知を受けた時は１日中バン

ザイ、バンザイ、バンザイと叫んでいました。あの時の

感動を忘れること無く、これからも精進して行きたいと

思います。

絵画（奨励賞) 池 田 宣 弘（札幌)

好きな絵を好きで描いている訳ですから出来る事なら

楽しみながら描きたいですが、多分一生かかっても無理

でしょう。正にこの度の作品は制作半ばで行き詰り、フォ

ルムはそのままに色を単色で全部塗りつぶし改めて手直

しした次第でした。その様な作品でこの度、奨励賞を賜

わり感謝と共に表彰式当日は特別な思いがございまし

た。これからも全道展に出品させて頂き、全道展を通し

て少しずつでも自らが成長して行ける様願っております。

絵画（奨励賞) 小笠原 弘 子（札幌)

私の絵のテーマは、自然との対話です。緑陰に入りて

眼底青むまで。このような自作の句や詩をもとに制作に

入り込み目に映らないものを追求し見つめていくうち、

いつの間にか自分が作品に見つめ返されている様な感覚

になっていく。そう言った事を行き来しながら作品にし

ていく難しさ、又美は簡単に創造出来たりするものでは

ない事をひしと感じる事になる。この度の受賞に感謝す

ると共にさらなる修練を積んでいきたいと思います。あ

りがとうございました。

版画（奨励賞) 高 崎 勝 司（恵庭)

アルミはダメとの先輩の声より安さに惹かれ、なんと

かなるはずと取組んだアルミ版です。失敗の連続、今さ

ら引くに引けず人にも聞けず、誰もやらないアーク溶接

での版作りも笑われる始末…。今回はあきらめ切れずに

残しておいた第１作目の版に手を加えた作品です。足か

け12、3年。

芸森の版画工房で習いました。最近また古巣の版画工

房に通い制作しています。今回の作品は中途半端な表現

ですが、今までの失敗と多くの人との出会いが詰ってい

て私にとっての宝物となりました。ありがとうございま

した。

工芸（奨励賞) 阿 部 綾 子（千葉)

初めての全道展>奨励賞を頂き、ありがとうございま

す。会員の先生方、先輩の皆様方に、感謝申し上げます。

主人の仕事の関係で現在は千葉におります。夫婦共々札

幌出身で、北海道への想いは年々強まるばかり。そのよ

うな気持もあり、北海道の公募展を検索。全道展のホー

ムページの写真や文面から何かパワーを感じ、迷うこと

なく出品を。初めて目の当たりにした全道展は、囚われ

ず、自由で、おおらか。私も自由でいたつもりですが、

まだまだ足りない。また来年に向け身の引き締まる思い

です。
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工芸（奨励賞) 中 村 光 一（小樽)

今回の受賞を励みに、より一層よいものを自分らしく

表現していきたいと思います。

絵画（奨励賞) 竹 生 洋 子（札幌)

この度は奨励賞をいただきまして、ありがとうござい

ました。この３年前の作品作りで、「記憶のひと」に取り

組んでおり、久しぶりの個展も５月に終える事が出来ま

した。これからもこのテーマで作品制作に精進してまい

りますので、今後とも変らぬご指導のほど、こころから

お願い申し上げます。ありがとうございました。

忘れていた約束
絵画（奨励賞) 松 井 年 恵（旭川)

全道展の会場で携帯がなり「今、会場に来たの」と昔

いっしょに絵を習っていた友人からの連絡。迎えに行く

と笑顔の友人とその後に大きな花束を抱えた女の子が

「おめでとうございます」小さな声で花束をくれた。女の

子は友人の孫でした。「あなたが賞を貰ったら、花束を

持ってかけつけると言ったでしょ」「？？」実現しない約

束は私の頭の中に無く、すっかり忘れていた。心のこもっ

たサプライズに目頭もあつくなり、最初何にも描けず筆

を持って教室を友人と二人ぶらついていた事を思いだ

す。先生有り難うございました。

絵画（奨励賞) 三 浦 一 孝（札幌)

全道展に出品するのは２回目ですが、思いもしない奨

励賞を頂き、大変嬉しく思っております。「朽ちる」のテー

マは、かつての活動を思い浮かべ、朽ちゆく姿にその歴

史を感じ、その存在感・朽ちゆく美の表現ですが、もっ

と表現できないかと試行錯誤しています。

今回の賞を励みとして、表現する喜びを実感すると共

に、更に努力していきたいと思っております。

すばらしい賞をありがとうございました。

絵画（奨励賞) 山 田 勝 代（苫小牧)

この度、奨励賞を与えて下さいました諸先生方に感謝

を申し上げます。ありがとうございます。家族に良い絵

を描いて出品をしなければダメだ。毎年言われてきまし

た。昨年、思いきって変えてみました。今年賞をいただ

き、嬉しく思っています。これからも一生懸命努力を続

けて創作していきたいと思います。

絵画・新会友 梅 津 美 香（帯広)

今回の作品「あれからのこと」は、昨年協会賞をいた

だいてからのこと、という内容です。半年程をかけて、

その都度少しずつ描き進めてきました。日記を綴る様に

描きました。私の描く絵は毎回夜です。そして闇です。

夜は次の朝の前の時間であり、闇の中にはまだまだ探り

だしたいものたちが沢山ひそんでいます。描きたいもの

がつまっている空間です。会友という場を与えていただ

き大変感謝しています。まだまだ出会えるものたちも描

ける作品もいっぱいあります。頂いた場に描く喜びが表

れる作品を発表し続ける様、努めます。

新会友の推薦をいただいて
絵画・新会友 菊 池 喜美代（伊達)

この度、新会友のご推薦頂きまして誠に有難うござい

ました。その後、時間が経つにつれて、その立場の重さ

に嬉しくもあり、責任も感じております。この機をお与

えくださった諸先生、今まで私を支えてくださった方々

に感謝とお礼を申し上げます。初入選以来20年、色々な

事が脳裏を横切ります。初出品から続いて７回落選、入

選してからも賞にはほど遠く、悶々とした中で己れを励

ましておりました。これを機に私の今のテーマをより深

め、自分なりに創作を続けて参りたいと思いますので、

これからもご指導よろしくお願い致します。本当に有難

うございました。

会友になって
絵画・新会友 さとう えみこ（芽室)

13年前初入選した時、自分が会友になれるなんて夢に

も思いませんでした。すべてに圧倒されたあの時。作品

にも個性豊かな方々にも、ずっと憧れでした。そして、

今、推薦していただき、心から感謝し改めて「色」を追

いかけます。深く、広く、時には軽やかに、時にはせつ

ない色を探し求めます。冬に、尊敬する先生が、遠くへ

行ってしまわれました。残して下さった心を胸にあたた

めて、会友としての一歩を踏み出したいと思います。あ

りがとうございました。

新会友に推薦されて
絵画・新会友 清 水 昌 光（浦河)

推薦の第一報の電話が元漁業の友人から入り驚いてお

ります。入選受賞会友推薦まで走馬灯の様に思い出され、

とても良い仲間と先輩と会員会友の皆様の暖かい激励指

導のお陰と思い熱いものが身体中を駆け巡っています。

推薦状と協会会則が届き３条、９条、10条の事項に協会
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に何をお手伝い協力出来るのか身の引き締まる思いで

す。晴商雨描の限られた日曜祭日を体力勝負で制作し出

品しています。こよなく愛する海に生きる人達をもう少

し掘り下げて初心に還って精進したいと思います。

版画・新会友 浅 川 良 美（江別)

この春、娘の挑戦を応援してくれていた唯一の家族で

ある母が、急逝した。自分の不誠実を思い出し、彫刻刀

を握る手を止め、ため息をつく。これをしてやればよかっ

た、あんな言葉をかけてやればよかった、などと後悔で

バレンの皮が破ける。今まで、何度も何度も後悔を誤魔

化してきた。（今回はこれでいいかぁ）の甘えと、全道展

に挑戦していた先輩達の言葉が言霊となって頭を廻る。

『１ケ月後、後悔したくないでしょ!』。人は人によって

救われ、支えられ、希望を持てるのかもしれません。あ

りがとうございました。

版画（銅版）・新会友 坂 みち代（札幌)

この度、会友に推薦して頂き大変光栄に思っておりま

す。今まで以上にしっかりと作品に取り組まなければと

気持を新たにしているところです。作品に関しては、影

と小さな子供をテーマに、幼児虐待、その反対に過度な

甘やかし等の社会問題にもなっている事柄を念頭におき

ながら、これからも作品に向きあっていきたいと思って

います。

彫刻・新会友 押 上 緋紗子（釧路)

今回で出品の区切りにしようと思っていた矢先、会友

推薦の知らせを聞きおもいもよらぬことでびっくりいた

しました。永いこと続けて来たご褒美かなと思い頑張ら

なければと気持を新たにしました。会場にて二人の先生

方に批評と的確なアドバイスを戴きとても勇気づけられ

ました。ありがとうございました。これからは、もう少

し骨太な作品が造れたらいいなあと思っています。

彫刻・新会友 鈴 木 澄 江（奈井江)

このたび会友に推薦していただき、身が引き締まる思

いでいます。

彫刻を学び始めた頃に、師より「彫刻の修練には忍耐

が必要です。」と言われたことを思い出しています。

口を酸っぱくして熱心に教え続けてくれた師へ感謝す

ると共に、切磋琢磨し合った弟子仲間の存在が大きな励

ましとなっていることを改めて痛感しています。

工芸・新会友 新 関 千 裕（小樽)

このたび、新会友に推薦いただき、大変うれしく光栄

に思います。同時に、全道展の会友としての重みを感じ

ております。

硝子工芸に出会い12年が経ちました。硝子の素材はそ

れ自体が美しく奥深く、とても魅力あるものです。私は、

これからもこの魅力ある素材を使い『表現』を追求して

いきたいと思っております。全道展の力強い営みに学び

ながら、制作を続けたいと思います。ありがとうござい

ました。

絵画・新会員 菊 地 章 子（苫小牧)

私の初入選は第35回展で展示会場は近代美術館でし

た。小さい時から絵を描くことが大好きでした。女子美

術大学の時は片岡珠子先生のご指導を受け先生の制作意

欲が肌で感じ取れました。描く姿勢、熱い心、描けるこ

との感謝、生涯描き続ける心構えなど教えて下さいまし

た。

私はいままで、仕事を持ちながらコツコツと制作して

来ました。これからも今までと変わらずマイペースで描

いて行こうと思います。

絵画・新会員 黒 木 孝 子（札幌)

第67回全道展で会員推挙という知らせを受けて身の

引き締る思いです。今まで多くの励ましをいただき心か

ら感謝の気持でいっぱいです。これから先も精進いたし

ます。

始めての給料の半分ほどで画材一式を買入し、古本屋

で指導書を見つけてコツコツと、時々思いのままに油絵

を始めた頃が懐しい。よく続けてこられたものです。こ

れから先もありますが…。

絵画・新会員 佐 藤 仁 敬（札幌)

この度は会員推挙、誠に嬉しく感じております。こみ

上げる喜びは、自身の作品が評価されたということより

も会の一員になって運営のお手伝いできるという喜びの

ほうが勝っています。道内の公募展において全道展は過

去の出展作家の面々、歴史において優れていることは自

明であり、いかにそのことを道内の美術ファンの方々に

伝えて行けるか。私のできる力をフルに使って、そのこ

とに着手したいと思っております。そして、20年、30年

後も陳列時、展示作業を率先して行っている素敵な先生

方、先輩方のような会員になれたらいいと思っています。

for art for hokkaido! viva ZENDOUTEN‼
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版画・新会員 阿 南 ゆう子（札幌)

この度は、新会員に推挙して頂きまして、身のひきし

まる思いであります。ありがとうございました。

まだまだ未熟な私ですが、自然を愛し、人と人との絆

を大切にし、普通の生活が出来る毎日に感謝しながら品

格のある作品を制作していきたいと思っております。

審査をして下さいました先生方本当にありがとうござ

いました。

絵画（会友賞) 小 林 和 子（旭川)

会友賞を頂き、これまでに育てて頂いた全道展に感謝

の念で一ぱいでございます。同時に10代の頃、函館杉並

町の御自宅の前をゆったりと竹箒で掃いて居られた田辺

三重松氏、兄弟と言う題の画の注文に応じて下さった岩

船修三氏を思い出し、感慨一しおでございました。これ

からも天から降り注いでくる憩の霊気に包まれて、水辺

の鳩の様に集い、休息し、語りあい、更なる深淵の里へ

と学びの旅を続けてまいりたいと願っております。

版画（会友賞) 田 口 丞 二（帯広)

今回、皆様に会友賞に選んでいただき、本当に有り難

うございます。

全道展には最初油絵を出していましたが、なかなか入

選出来ず落選をくり返しておりました。32回展から版画

部門に変更してから入選することが出来、今日に至って

おります。まだまだ未熟な私ですが、木版画に対する表

現の幅を広げ、試行錯誤し、新しい発見に出会いながら

木版画づくりを楽しんでいきたいと思います。
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今、全道展は一つの岐路に立たされている! こう感じているのは会員だけではないはずです。今

回の特集は、 全道展の今、そして未来>と題し幾人かの会友に原稿を寄せてもらいました。全道展の

中間に位置し、これから会員になるであろう会友の立場から全道展をどのように見ているのだろう

か？

全道展の今、そして未来

浅 地 貴世子（絵画)

今年も全道展を見た。思い返せば出品するようになっ

た頃は、大好きな作品達と出会いドキドキ、ワクワクし

た。その作品の前で釘付けになった。まるで恋をしたか

のようだった。非日常の世界に誘われその空間の中でた

くさん歩いて遊んだ。うれしかった。生きている絵に出

会ったのである。さて今はどうだろうか。会場を一廻り

二廻りして思う事は、描き続けて自分の絵を作るしか道

はないのだ。いつも挑戦者でありたいと考えている。そ

んな事をぼんやり頭に留めながら市民ギャラリーを後に

した。生き生きとした絵を自分が描けるようになりたい

です。

初夏の全道展

阿 部 芳 子（版画)

地下鉄バスセンターの通路を歩き、地上に出ると花の

香りがする。

大通り中央分離帯の大きな樹が白い花を咲かせている

ので、その香りと花弁が風に乗って届く。

全道展の会場へは真っ直ぐ行くと到着するのだが、緊

張している自分を感じる。

私は何年ここを通ったのだろう…。

小さかった子どもは成長し一人暮らしをするようにな

り、元気だった母は介護認定を受ける年齢となった。

そして今年、気づいたことがある。初夏の光景を見て

きた私と同じように、この街路樹もまた全道展へ続く道

を見ていた、ということを。

それぞれの思いを胸に、ここを行く人たち。私もその

一人。来年もこの花の風に向かって私は歩きたい。

今の自分とこれからの全道展について

岩 谷 信 昭（版画）

版画を本格的に始めて14年の年月が立ち全道展２回

の受賞をしました。１回目受賞道新賞時は飛び上がる程

うれしく感じたことを思い出されます。何故ならば昭和

39年に全国工業高等学校建築卒業設計コンクール（日本

建築学会）で金賞を受賞以来で…云々。何かと励みにな

ります。素直に自分の思ったものを版画にと、心に決め

た作品が受賞、会友推薦された結果だと思います。全道

展を支えてこられた諸先輩が毎年の様に櫛の歯が１本１

本と欠けていく、魅力的壮大的な作家が少なくなって行

く。組織全道展さびしい限りである。何の職種でも組織

は時間が過ぎ行くと弱体化する、又頑張ると活性化が出

来る。全道展会員の審査する基準あろうかと思います。

審査を厳しくした所で活性化が出来る問題ではないと思

う。

近年老若男女コンピューター的感覚で、物の思考がオ

ンオフで反射的な対応と処理のみが重要視され効率主義

に束縛され人間の感性までがその中に入りつつ…。

今の風潮かも知れない。会員会友自身も今までのこと

をふり返って、自らの納得の行く作品をめざして、個々

大地の水分と栄養を充分に吸収して大きく育ち、沢山の

花実を付けて行けることを先人達は望んでいるかも知れ

ない。

全道展の今、そして未来

櫻 井 純（彫刻)

私が全道展に初出品したのは、今から10数年前。全道

展なんて大きな公募展に出品できることでさえ、私に

とっては大きな一歩だった。それが今では会友として全

道展にお世話になっている。

会友になったとはいえ、諸先輩方との距離が縮んだわ

けではなく、今でも私はあの当時のままで、出品する度

にドキドキしている。会場に展示してある自分の作品を

見つけると、まるでひとりぼっちの空間で出口を見つけ

たような安心感、それと同時に「この会場にふさわしい

作品を来年こそは作らなければ」という思いが同時にわ

き起こる。毎年同じ事を思うのだから、何も成長してい

ないなあと思うのだが、他の作品の勢いや迫力に毎年圧

倒されるのだから仕方ない。

私にとって全道展とは、いつまでも高い頂であってほ

しい。そして、これから続く後輩達にとってもそういう

存在であってほしいと願っている。
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全道展への想い

佐々木 甲 二（彫刻)

特別支援学校の教師として北海道へ渡り、16年が過ぎ

ました。学生の頃、〝卒業後は制作活動に没頭したい"と

いう想いがあったものの、教師として、美術の楽しさ、

創造することの喜びを伝え、ともに味わう道を選びまし

た。それは、あわただしくも生徒たちからたくさんの刺

激を受ける充実した毎日です。５年前から自らも制作活

動を開始し、たくさんの芸術家が成す全道展に出品する

ことを決めました。全道展を通じて、会員の先生方から

ご助言をいただき、また、多くの作家や来場者と意見を

交わす場ができたことに心から感謝しています。まだま

だ駆け出しで課題も山積みですが、まずはこつこつ地道

に制作活動を続けつつ、全道展がこれからも魅力のある

ものであるように、その一端を担うような存在となれる

ように努力したいと考えます。

全道展の今、そして未来

佐 藤 説 庫（絵画)

風薫る六月、毎年全道展がやって来る。

67回展は「39年ぶり最高賞なし」と云う事で、ちょっ

と驚きましたが「…なし」と判断されたこと、これはこ

れで良かったのではないかと思います。私は32回展から

全道展に関わり始めましたが、その頃の作家集団と時間

を経た現在の作家集団は少しずつ変化をして、紳士的に

なって来たように思います。今の全道展は技術的にも中

央に近い作品が多くなり、レベルが高くなったと感じて

いますが、私としては当時の荒々しく熱気を帯びた空気

が、ちょっぴり懐かしいのですが…。

今回、飾り付けの手伝いをしました。沢山の作品を運

び、決定し、飾る事の労力を見て会員の皆様のご苦労を

強く感じました。

今後私達も積極的に参加することによって、全道展が

より活気のあるものとなるのではないでしょうか。

全道展の今、そして未来

佐 藤 弘 法（絵画)

全道展ってすごい作家がいる。好きな絵がたくさんあ

る。あの会員に絵を見てもらいたい…。大学時代から毎

年欠かさず見に行った全道展に、自分も出品しようと重

い腰を上げてから十五年になりました。実力の定まらな

い自分が会友って、本当にいいのだろうか？ 自分にし

か描けない個性的な絵を! 少しでも進化! そんなこ

とを考えて制作していますが、全道展の会場で見る自分

の絵は「個性がない、新しい試みは中途半端。」と思い知

らされる。会員の先生方の迫力ある作品に圧倒され、自

分はまだまだ未熟だと恥ずかしくなる。そして多くの出

品者の作品から刺激を受け、「よーし来年こそは!」と気

合いが入る。

会員の先生方のような個性と情熱を自分も受け継いで

いきたい。全道展の素晴らしい歴史を大切にしながら、

未来を盛り上げる一人として、これからも微力ですが努

力していきたいと思っています。

全道展の今、そして未来

高 田 健 治（絵画)

図録は本当に必要なのでしょうか。重くて場所もとり、

費用も莫大です。なくてはならないものなのか大いに疑

問です。それよりもZenの特集号として入賞、新会友会

員の作品、連絡先等をモノクロで載せるほうがより身軽

でいいのではないでしょうか。図録は作品のデータのみ

各地区に渡す程度でいいと思います。さらに全道展の審

査を一番厳しかった時期のレベルまで戻して欲しいです

ね。やはり余裕のある展示スペースが必要でしょう。自

分が気がかりなのは、会場を二段がけにしてまで詰めて

しまうことに慣れてしまい、しだいにこれが普通なのだ

と思う感覚です。余裕のある展示こそが公募展の基本で、

一点一点大切に展示されてこそ入選の重みも増してくる

はずです。全道展が身軽になってみんながよりよくして

みようとする時に即実現できる体制があれば全道展の未

来は明るいと思います。しかしそれができずに組織維持

のレールに巻き込まれる時未来は危うくなるのではない

でしょうか。その鍵を握るのが予算の大きな部分を占め

る図録の存在であり、全道展の精神的柱である審査のあ

り方であると考えます。

全道展の今、そして未来

鈴 木 昭（絵画)

今回の67回展から40年前の27回展が、自分のうれし

かった初入選であった事を思い出した。画集を出して比

較してみた。27回展の入選者、◯男112名、◯女42名。今回

の67回展入選者、◯男79名、◯女183名であった。完全に男

女の比率は逆転である。今の全道展は上手で分りやすい

絵になっているのは、こんなところにも原因があるよう

な気がする。又他の公募展と比較して写真をまともに拡

大したような作品が少い。個性を大事にしているからで

あろう。そして未来の全道展を想像する時、どうしても

文明の進みすぎが気になる。次から次とめずらしいもの

が発明されて、それに感動するよりもついてゆくのが

やっとの現代人。いくら人間が操作したとしてもコン

ピューターやロボットの描いた作品の並ぶ全道展であっ

てはならない。手造りの奥深い作品が並ぶ全道展であっ

てほしい。

全道展の今、そして未来

髙 橋 弘 道（絵画)

故人となられた斉藤一明会員と全道展と道展の美の追

求について議論する機会があり方向は同じではと問いま
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したが全く違いますとの返事でした。今はある程度理解

出来るようになりました。当時の全道展は個性的で強烈

であり創立会員を始め、すでに鬼籍に入られた戸次正義

さん（当時会友）と錚錚たる作家が名を連らねておりま

した。その頃の私は国鉄からJRへと移行の時で精神的

に追い詰められていた時に、初入選で一つの光明が見え

前向きに生きて行く事が出来ると思いました。そして昨

年のあの３月11日毎日が何も出来ずの日々でしたが自

分に克つを入れ制作する事が最良の道と考え会期までに

出品する事が出来ました。昨年の作品は東日本大震災の

被災者への鎮魂を込め青色で描きました。全道展は文化

的にも社会に貢献する団体であり俊哲の作家群が聚遇し

ている集団で個が集団を突き動かす思想を持つ全道展こ

の様な前衛的な集団に係わって行く事が出来ればと考え

ています。

全道展 今そして未来

内 藤 満 美（彫刻)

たいへんお世話になっています。物づくりを苦痛と感

じる人もいらっしゃるということをつい最近知りまし

た。幸か不幸か私はどうやら物を作らずにはいられない

人の様です。彫刻にかぎらず色々な物を作り、全体に共

鳴しあってエネルギーに変化していると思います。化学

変化です。彫刻との出会いは大学生の時です。市民ギャ

ラリーもなく、丸井デパートであったと思います。陳列

を学生アルバイトで手伝ったように記憶しています。あ

れから全道展もずいぶん変わったなあと思いますが世の

中が変わっていくのだから当然です。思いを表現する人

達がそれを持ちより、切磋琢磨したくさんの方々に見て

頂き次につなげるということはこの上なく重要であると

思います。そして特に重要なことは、長年出品されてい

らっしゃる方のお声を聞き、勉強するということです。

私にとって宝石の声です。陳列作品に対し最敬礼したく

なります。力をふりしぼってがんばって参りましょう。

「会友」私感

中 村 得 子（版画)

大方の美術公募団体は、会員と一般出品者の間に中間

的な会友などを置いています。私は全道展版画の会友と

なって五年になります。その間に制作の環境が変わり、

体調に制約を受けるようになってしまいました。その様

な変化をどう受け止めていくかは、人それぞれでしょう。

私は今年になって特に「会友」とは何だろうと考えて

しまいました。団体の内でも外でもない周辺で、集団的

意識に依りながら制作する。それを「友」と言うのは、

成程面白いなあを思いました。そして、推薦して頂いた

時のまま、与えられた場所というイメージしか「会友」

に持っていない事を残念に思いました。それではいけな

いと思いました。

制作はどこまでも個人の仕事です。その仕事を友と評

価してくれているのですから、ますます独創的でなけれ

ばならず自由でなくてはなりません。追求していく意味

は会友自身の願うところですし、団体としての会の目的

にも適うことだと思います。

私と全道展

西 村 玲 子（版画)

私は学生の頃、油彩を制作しており、学生全道展に一

度入選し、今井デパートに母と見に行った事がなつかし

く想い出されます。

子育てのあい間に木版画を細々と制作していたのです

が、心に刻むという様に板に彫っていると雑念を忘れ、

満ち足りた時が流れます。しかし、思う様な作品が出来

ず、低迷しており、描く、彫る、刷るの基本的な事が足

りないのが明らかでした。

全道展に出品する事で自分を見つめる機会を与えてい

ただいている事、また全道展を支えてこられた、先生方

に感謝し、同展が長く繁栄して、いただきたいと切に思っ

ております。

また自分自身に縛られることなく勇気を持って、楽し

んで、制作していきたいとも思っています。

全道展の今、そして未来

松 木 眞智子（絵画)

原稿依頼があり、会友の私には、大きすぎるテーマと

思いつつ、考える機会とさせて頂きます。今年の第67回

展会場に八木先生ご夫妻をはじめ、多くの会員の遺作が

展示されていました。長い間のひたむきな創作活動に感

動すると共に、目標とすべき核が喪失していく不安と淋

しさを感じました。ご冥福をお祈りするばかりです。

会報によると高齢化社会は、全道展にも反映し、会員

の平均年齢は70才との事。静かに世代交替している今、

会友の役割は重要に思います。展示作業、画集販売など

運営をサポートするのは必然と認識しています。又、個々
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の情熱を受け入れる団体としてのあり方も変化を求めら

れているのではないでしょうか？ 全道展のレベルアッ

プはもちろんですが、一方「芸術のもつ力」を社会に貢

献できる様なか
・
た
・
ち
・
にできないものかと考えます。

美術館の枠
・
を越えた展示・ワークショップ・国際交流

etc…。熱意と協力で未来は開かれると信じます。

全道展と私

村 椿 富 子（工芸)

全道展とは全くと言っていいほど縁がなかった私です

が、知人の誘いで何気なく始めたのが、陶芸との出会い

でした。1998年に初めて全道展に出品し、14年が経過し

ました。全道展へ向けた作陶期間は、一年間で一番頑張

る日と自分に言い聞かせて作品を作ってきました。楽し

いことばかりではありませんが、出来上がった時の感動

は、何事にも代えがたく嬉しいものです。まだまだ試行

錯誤の毎日ですが、年に一度、全道展の先生や皆様にお

会いし、意見を頂き、感動、刺激、創作意欲と元気をた

くさん戴いております。今の自分にできることは、作陶

を継続することです。全道展に足を運ばれる多くの方々

に、多くの作品を見てもらい、一人でも多くの方々に興

味を持って貰えればと思っています。益々、全道展が発

展するように願っております。

今の全道展、未来の全道展

星 ヱイ子（絵画)

現在は少子化、高齢化、就職難、自然災害と先行く不

安を抱え込み美術界全体にも微妙な影響を及ぼしている

と思います。経済の収縮により各公募展の出品数、入場

者数、図録の販売数は問題を抱え始めています。全道展

では会員が次々と亡くなりましたが、それを補うべく若

い力が台頭し活気づいています。各々の独自性を尊重し

高度な質を求める全道展の精神は、諸先輩方から脈々と

受けつがれ魅力ある会が続いて行くと確信しています。

将来はもっと開かれた全道展を考える時が迫ってくるで

しょう。公の美術館の様に展示するだけの美術展ではな

く、展示と一般参加、小グッズ販売、子供の育成等多様

な企画が必要になってくるのかもしれません。一人一人

の芸術の質を高め作品の発表のみで存続するのが公募展

の本来の姿だと思っています。高度な芸術を追求する集

団、社会に必要とされる全道展を心から願っています。

会友の立場ですが率直な意見を述べさせていただきまし

た。

ありがとうございました>

第46回のZenに〝来年こそ"と題し原稿を寄せてくだ

さった八木伸子さんが２月５日に逝去され、３月23日に

は八木保次さんが跡を追うようにこの世を去られまし

た。生前、いつも二人一緒と言っておられた旅立ちでし

た。お別れ会が４月11日ロイトン札幌にて行なわれ、多

くの人がお二人を忍び参列されました。御冥福をお祈り

致します。
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石井千晶会員アトリエ訪問

繰り返しながらの作業。時に腐蝕による偶然の妙味もあ

りつつ、腐蝕、反転のもどかしさもある作業。でもそれ

が故の面白さに惹かれての40年余りの歳月。北海道、そ

して洞爺と豊かな自然の中に住むうちに、〝ここに、生か

されている"という事を強く感じ、創るのではなく、生ま

れてきたという様な作品が出来たらいいなと思うように

なってきています。昨年久々にやった作品展、ダウン症

の娘、臼井愛との二人展が不思議に心地良い空間でした。

神様に近い魂の人、彼女とゆっくりの二人三脚、やっ

ていきます。」

洞爺に来てからも、大きなプレス機と一緒に４度も転

居し、８年前にやっとこの場所に定住することが出来ま

したと石井さんは言う。現在のお宅も、本来なら人を拒

む場所であったらしいが、石井さんがこの場所に居住地

として決めたときは、何もかもがすんなり決まったと話

された時に、この地の主が彼女を呼んだのであろうと想

像してしまった。石井さんとの会話の中での何気ない一

言にも、とても強い愛のオーラのようなものを感じつつ、

今回はこのような機会を得ることができとても暖かい気

持ちになった。 （2012.7.3 伊藤隆弘 記)

第67回全道展が終わり、五日後の６月30日に洞爺湖

畔東側の岩屋にある版画部門の石井千晶会員の自宅を訪

れた。

この日の洞爺湖はおおむね晴れていて、とても気持ち

良い日であった。洞爺公園洞爺線から山側に向かって進

むのだが、山道を登っていくので途中家らしきものが見

えなく、道を間違えたかと少し不安になりながらも進ん

でいくうちに視界が開けてきた。はるか向こうに別荘風

の建物が二、三棟建っているのが見え、一番奥の家にス

カンジナビアレッドの壁の建物を発見した時に、何故か

そこが石井さんの自宅だと確信し車を進める。

道の突き当たりにあるこの家は、自宅を中心に向かっ

て左側にアトリエ、右側にドームハウスがある。「間違い

ない」。そう思った時、石井さんが家のドアを開けて迎え

てくれた。

ここは、遠くに洞爺湖を望め、町の喧騒とは無縁で野

鳥と川のせせらぎの音が心に気持ちよく響いてくる。夜

には満天の星空に覆われるであろう事が容易に想像でき

る。

石井さんは心象的な風景や形を白と黒のモノトーンで

表現している。

「広島から、87年に北海道に移り住み、生まれた子供が

ダウン症だったこともあり、自分でも気づかないうち、

作品も変わってきたように思います。潜在意識の中から

ぎりぎり自分を追い詰めるように表出させていたような

ものが、もっと宇宙的なもの、それは胎内の記憶の様な

ものでもあり、遥か遠い前世の記憶のようなものでもあ

り、それを繰り寄せるかのような作業になっていきまし

た。

私の版画には、下絵は無く、逆転する銅版に直に描き、

腐蝕し、試し刷りをしては、更に描き足していくことを

原稿のお願いに快諾ご協力ありがとうございました。

無口で音も光も出ない全道展ですが、心の動きだけは

大きくありたいですね。

庶務部編集担当 富田・伊勢・木滑（文責)

（絵画）清水 昌光（浦河)

今、日高管内浦河町は14,000人の人口の町ですが一

寸した変化をしています。

町立の伏木田光夫美術館が開設されたのを期として

４グループの美術団体の展示が活発になり今年は23

年度公募展入選受賞作家18名の作品を初めて美術館

に展示されました。常設は全館に約80点毎年４月掛け

替えし全収蔵作品を一周に４、５年掛かります。24年

度企画展は６月12日～７月29日までは常設室に伏木

田氏の最近作20点を展示致します。

又最近特記される事は、市内中心街に共同生活の仲

間が集まって、画廊喫茶にもなる店舗が出来、自活の

道を築いて居ます。町内には他にも２、３店の画廊喫

茶が開業し良い空間と交流の場を提供して居ます。

24.6.1 記

（絵画）嵐 玲子（札幌)

去る９月29日、中山峠森の美術館に行って来まし

た。透明な壁から緑の木々が見え、見事な美術館でし

た。飾られた作品が生き々して見えるのには驚きでし

た。この日、初雪が降ったそうです。 23.10.31 記

(24年度の展示作品には多少変更があり、11月以降の

開館日は未定です。）
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編集後記
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